明代皇后・皇太后の政治的位相 by 前田, 尚美
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こうした後宮 頂点 立つのは、言うまでもなく皇后であ 。皇后は、 帝の妻として皇帝が中国に登場して
より存在し続けたが、その地位 もつ意味や権威は時代 よって変化している。漢代 は は 帝の妻であることをもって、たとえ新皇帝 実子ではなか た しても先帝皇后として尊重され、それにより歴代王朝では幼帝即位 それに伴う皇太后の垂簾聴政 后妃が政治権力を握るきっかけになってきた
 
明代では后妃による政治関与こそなかったが、それはその機会がなかったことを意味しない。実は明代におい


































































































































されてきた。後宮は外戚の弊害や、宦官禍が生まれてくる場所 あることは正史が如実に示すところであり また歴代王朝はそのことを重々承知した上で後宮を組織するなかで、両者 政治介入を防ぐ方策を模索してきたと言えよう。
 
そうしたなかで明代では、 政治を左右する 強力な外戚はついに生まれなかった。 その理由はなんな か。
結論から言えば明代の後宮女性が基本的には民間から、つまり権力をもっていない家の女性が集められ、皇帝や皇后自身によって外戚に対する封爵 制限されてき 点に その理由を求め ことができるだろう。ではなぜ民間から集めることになったのだろうか。
 
明代で後宮が初めて組織されたのは、言うまでもなく初代洪武帝の時代である。洪武帝は自らの後宮を組織す










































































ただ留意しなければならないのは、 「秀女」 という言葉が明代で使用されている例は、 極めて少ない点である
20。
そもそも秀女制度という言葉は、 『廿二史箚記』の著者である趙翼が生きた清代には、たしかにそう呼ばれる後宮女性選抜制度が存在した。ただし、民間か 広く集められた明代に対し、清代では秀女は三年に一度、 れも八旗の に限って選抜され、影響が民間に及ぶことはなかった。こ ように清代の 度と明代のそれは性質が異なっている、それにも関わらず江南を中心に、朝廷が秀女を選ぶという噂のみで、巷間が大混乱に陥ったことが度々あ た。こうした傾向は明代から見られるものであるが
21、そこでも秀女という言葉は使われていない。つ
まり「秀女」は清代ではと かく、明代 はあまり使われた用語ではなかったと考えられる。その意味で後宮女性選抜制度は、一般的に秀女 と趙翼にならって言い慣 されているが、実際はそうではなかったと言えるだろう。
 
では明代の後宮女性を指す言葉には、どのよう ものがあるのだろうか。 『明実録』だけを見ても、 「宮女」 「民
間女子」などさ ざまあって一定しているとは言いが が、 的な言葉として「淑女」がある。
 
この言葉は嘉靖年間以降、特に多くみられる表現であり、だいたい千人単位で集められている。こうした「淑
女」は、明代の初期こそ北京・南京の両京が重んじられたため 江南出身の女性も多く た 次第に北京周辺で集められるように っていく。実際に、嘉靖時代以降になると『明史』后妃伝を見ても北京周辺出身 増えている。その理由について『廿二史箚記』では 民間 乱 ることを怖 ての としている
22、これは嘉靖帝















民間の識字婦女を求め内職に充てる。上が礼部の臣に言われるに、国 考えるに古くは六尚の官を置き、内事を治めていた。旧制では民間の識字婦女を選んでこれに充てていた。今、六尚に人がいない。礼部は内外に榜示して、軍民 家で字が読める婦人で三十歳から四十歳、女子で十七歳以上、容貌にかかわらず、選に赴くことを願う者 あれば、官 舟車を支給し、父母に京師まで送らせよ。審査して職を授け、それに見合った俸給を親に与える。そ 上でその家 帰す。 人で五十歳に至り郷里に帰ること 願う者 女子で十年以上つとめて家に帰ること及び嫁ぐことを願う者は、ともに許す。
24 














































































































































































明朝樹立以前だったことは、それだけ女官制度の充実が急務で り 唐 制度を手本にしてまず形だけでも作り上げた上で、改良を加えていったとは考えられる。明朝は誕生していないとはいえ、呉王と 自立した洪武帝は国家としての体制を作り上げていく過程 なかで、やはり 後宮も組織して く必要性が出てきたのだろう。 『明史』后妃伝の序文が「明太祖は昔の女禍 鑑みて、綱紀を作り、まず内教を厳しくした」
43という言葉か






















































































封妃嬪 十六名は、地位を追贈され ため名前 残 のであって、嘉靖二十九年前 追贈もされな った無名の が数多くいたことはまず間違いない。
 
また、その他明末には妃嬪とともに「選侍」 「淑女」という文言が度々見られるようになるが、後者は先述のよ















































































た原因や背景を明らかにはしていない。本当に嘉靖帝が寵愛していた妃嬪が事件に加担し いたのかはわからないが、少なくとも実行犯は「宮人」もしくは「宮婢」と称される女性 ちであった。このこと 、背景に「宮人」たちが皇帝の殺害を目論むに至るほど、過酷な境遇に置かれていたことを物語っていよ 。
 
しかし宮変で「宮人」が嘉靖帝の就寝中を狙った事実は、彼女たちが皇帝の身近に近づくことができたことを
示している。ま 先述の泰昌帝生母は慈寧宮 であり、そこで生活 万暦帝生母李氏に仕えていたし
75、また同様の立場で二品以上の女性に贈られる夫人の称号を得ている者も見られる
76。つまり、皇族の身近


























































重要視している。そして後宮に入った後は、皇 を頂点とする厳然たる身分制度に組み込まれ こ にな 。
 
女官は、後宮の文書や物の管理をする役割を担うことから、文字の読み書きや計算といった事務能力が第一に






























































































































































































































































所教宮女、読『百家姓』 『千字文』 『孝経』 『女訓』 『女孝経』 『女誡』 『内則』 『詩』 『大学』 『中庸』












































孝恵邵太后、憲宗妃 興献帝母也。父林、昌化人、貧甚 鬻女於杭州鎮守太監 妃由此入 。
 






































































































































































六尚局変遷表    ※『明史』および『明太祖実録』により作成 
①洪武五年(1372)六月丁丑 














































六尚局変遷表    ※『明史』および『明太祖実録』により作成 
②洪武十七年(1384)四月癸未 
 局名   正五品         正六品           正七品 
尚宮局  尚宮(一人) ― 司記・司言・司簿・司闈 ― 掌記・掌言・掌簿・掌闈 ― 女史(六人) 
尚儀局  尚儀(一人) ― 司籍・司楽・司賓・司賛 ― 掌籍・掌楽・掌賓・掌賛 ― 女史(二人) 
尚服局  尚服(一人) ― 司宝・司衣・司仗・司飾 ― 掌宝・掌衣・掌仗・掌飾 ― 女史(二人) 
尚食局  尚食(一人) ― 司膳・司醞・司薬・司饎 ― 掌膳・掌醞・掌薬・掌饎 ― 女史(二人) 
尚寝局  尚寝(一人) ― 司設・司輿・司苑・司燈 ― 掌設・掌輿・掌苑・掌燈 ― 女史(二人) 
尚功局  尚功(一人) ― 司製・司珎・司綵・司計 ― 掌製・掌珎・掌綵・掌計 ― 女史(二人) 
宮正司  宮正(一人) ― 司正(一人) ――――――――――――――――――――― 女史(二人) 
 
③洪武二十八年(1395)九月辛酉 
 局名    正五品     正六品     正七品     正八品 
尚宮局  尚宮(二人) ― 司記(二人) ― 典記(二人) ― 掌記(二人) ― 女史(六人) 
司言(二人) ― 典言(二人) ― 掌言(二人) ― 女史(四人) 
司簿(二人) ― 典簿(二人) ― 掌簿(二人) ― 女史(六人) 
司闈(六人) ― 典闈(六人) ― 掌闈(六人) ― 女史(四人) 
 
尚儀局  尚儀(二人) ― 司籍(二人) ― 典籍(二人) ― 掌籍(二人) ― 女史(十人) 
司楽(四人) ― 典楽(四人) ― 掌楽(四人) ― 女史(二人) 
司賓(二人) ― 典賓(二人) ― 掌賓(二人) ― 女史(二人) 
司賛(二人) ― 典賛(二人) ― 掌賛(二人) ― 女史(二人) 
彤史(二人) 
 
尚服局  尚服(二人) ― 司宝(二人) ― 典宝(二人) ― 掌宝(二人) ― 女史(四人) 
司衣(二人) ― 典衣(二人) ― 掌衣(二人) ― 女史(四人) 
司飾(二人) ― 典飾(二人) ― 掌飾(二人) ― 女史(二人) 
司杖(二人) ― 典仗(二人) ― 掌仗(二人) ― 女史(二人) 
 
尚食局  尚食(二人) ― 司膳(四人) ― 典膳(四人) ― 掌膳(四人) ― 女史(四人) 
司醞(二人) ― 典醞(二人) ― 掌醞(二人) ― 女史(二人) 
              司薬(二人) ― 典薬(二人) ― 掌薬(二人) ― 女史(四人) 
司饎(二人) ― 典饎(二人) ― 掌饎(二人) 
 
 尚寝局  尚寝(二人) ― 司設(二人) ― 典設(二人) ― 掌設(二人) ― 女史(四人) 
司輿(二人) ― 典輿(二人) ― 掌輿(二人) ― 女史(二人) 
              司苑(二人) ― 典苑(二人) ― 掌苑(二人) ― 女史(二人) 
司燈(二人) ― 典燈(二人) ― 掌燈(二人) ― 女史(二人) 
 
尚功局  尚功(二人) ― 司製(二人) ― 典製(二人) ― 掌製(二人) ― 女史(四人) 
司珍(二人) ― 典珍(二人) ― 掌珍(二人) ― 女史(六人) 
司綵(二人) ― 典綵(二人) ― 掌綵(二人) ― 女史(六人) 
司計(二人) ― 典計(二人) ― 掌計(二人) ― 女史(四人) 
 




未封妃嬪表                         ※『明実録』より作成 
(嘉靖)年月 名 生前の身分  追封 死後の扱い 
二十九年   三月 
五月 
三十年   六月 
三十一年   六月 
三十二年   四月 
       七月 
八月 
三十三年   三月 
三十四年   六月 
        九月 
      閏十一月 
三十五年   正月 
        二月 
        四月 
三十六年    八月 
       十月 
三十七年  閏七月 
      十一月 
三十八年   五月 
       十月 
十一月 
三十九年    五月 
四十年    四月 
四十二年    八月 
         九月 
        十月 
四十三年    七月 
八月 
四十四年    二月 
         八月 
         九月 
四十五年    六月 
         〃 
               〃 
       十一月 
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  〃 
治喪葬如例 
  〃 
喪礼如康嬪劉氏例(嘉靖三十八年五月) 
治喪葬如例 
  〃 
  〃 
  〃 
  〃 





  〃 
  〃 
 ○未封妃 ――十九人     ○未封者 ―― 十七人 
  宜妃（二人）  和妃     ・宮嬪（三人）            ・宮人（一人） 
  常妃（二人）  平妃       懐嬪、静嬪、和嬪           常嬪 
  安妃（三人）  定妃          ・嬪（一人）                          ・未封（四人） 
  静妃      順妃        常嬪                                  常嬪(2人) 
  睦妃      懐妃      ・宮御（八人）                            康嬪(1人) 
  麗妃      康妃       常嬪(3人)、安嬪、麗嬪、              不明(1人) 
  荘妃      崇妃       静妃、和妃、荘妃 



































追贈 殉葬 追贈 殉葬
張氏(洪熙帝皇后)
張氏 胡氏(廃后)・孫氏
貴妃 郭氏 郭氏 孫氏 何氏(恵妃より)
賢妃 李氏 呉氏 趙氏
恵妃 趙氏 何氏 呉氏
淑妃 王氏 王氏 劉氏 焦氏・諸氏
敬妃 張氏 曹氏
順妃 張氏 張氏 譚氏 徐氏












































































































陳氏 張氏(弘治帝皇后) 陳氏 陳氏(嘉靖帝皇后)
張氏(順妃より。後に廃后) 夏氏(正徳帝皇后)
方氏(徳嬪より) 方氏(嘉靖帝皇后)




















































































追贈 追贈 追贈 追贈
陳氏(隆慶帝皇后) 李氏(隆慶帝貴妃) 王氏(泰昌帝生母) 劉氏(崇禎帝生母)
李氏(隆慶帝貴妃) 王氏(天啓帝生母)
王氏 陳氏(隆慶帝皇后) 張氏 郭氏(泰昌帝元配) 周氏 張氏(天啓帝皇后)
王氏(万暦帝皇后) 郭氏
鄭氏(貴妃より) 李氏 范氏 鄭氏(万暦帝皇貴妃)
王氏(恭妃より) 任氏 田氏(崇禎帝貴妃)

















































































































































そして皇后の権威は、前 末には「皇后の尊は天子にひ しい」とされ 皇后の尊厳が皇帝と同等となる
８。

























































































る先帝庶妃のほかに、 帝皇后が尊属として存在する、つまり二人の母を持つことになる。ここでは先帝皇后を「嫡母」 、先帝庶妃を と表記する。
 
 































太皇太后となった人物は「嫡聖母」の洪熙帝皇后張氏、 生 の英宗皇貴妃周氏、 「嫡母」の成化帝皇后王氏










































となったため「生母」に分類できるが、皇帝の祖母である以上、本来であれば太皇太后が贈られるはずである。それが皇太 となったのは、当時傍系から即位した嘉靖帝は、弘治帝皇后張氏を聖母として尊ばざるを得 、皇太后である張氏を上回る事 なる太皇太后の地位に、祖母をつける事ができなかったため 考えられる。しかしこれを画期 して、その 「生母」は死後追贈 含め すべて皇太后号を与えられている。
 
 
他に廃后となった人物にも、死後追贈されている例 ある。宣徳帝皇后の胡氏がそれ が、廃され 理由
















皇太后と「嫡聖母」といったように、 「嫡聖母」 「嫡母」 「生母」の組み合わせは一様ではない。だが、いずれであっても皇太后、ひいては太皇太后になり得たと言える。
 
漢の皇太后には「嫡聖母」 「嫡母」のいずれにせよ 皇位継承 も大きな発言権をもった。時代は下って明代で
は、皇位継承には皇太后が決定を下しているものの、こうした問題に関わった皇太后はすべて「嫡聖母」であり、比較するのは難しい。だが「嫡聖母」 「嫡母」 「生 のいずれであっても等しく皇帝の母として皇太后と 様子は、生母の地 の向上であり、生 を皇后として扱おうとするそれま 流れをくむものと言える。
 
しかしここで疑問が生じる。 「嫡聖母」 「嫡母」は皇后経験者であるため、皇太后になるのは当然としても、 「生




































宝を上奉」する いう姿勢に求められる。人の誰も取って代われない至高の存在の皇帝が、宣徳帝の場合「嫡聖母」張氏を「尊んで皇太后」にしている。そのため儀礼の中で、皇帝は「北に向かって立つ」 、のである。本来皇帝は南面、下座である南を向いているはずが、皇太后に尊号 際は北面、下座に立つ である
30。皇后や妃












































であった「嫡母」が「生母」よりも尊ばれ、上位にあったためと考えられる。それは生母が皇太后になる際に母妃などと表記され、皇后と区別をつけている点からも窺えよう。それが太皇太后になると、 「嫡母」 「生母」にかかわらず徽号が贈ら ているが、これはより上位にある人に贈るという、皇 后と同じ理屈が使われたのではないだろうか。
 











































































































































































































































































































































































とあり、張氏が宣徳帝の相談相手として軍事・国事を る立場にあったが れによって権力を振りかざすことはなかった様子がわかる。 張氏は後宮の外の 情、 政治について情報を得られる立場にあったと言えるのである。
 
このような女性が、洪熙・宣徳・正統にわたって、皇后・皇太后・太皇太后として後宮内の最高位にいたわけ























































帝の喪とはこの場合 帝位 空席 り、当時は同時に後継者の北京不在情報であった。つまり張氏がしたことは、こうした情報 封鎖行為と言えるが、これ 外部に皇太子の即位を危うくする存在がいたからこその措置ではないだろ か。こうした存在として、まっさきに挙げ れるのは、永楽 次男 漢王である。
 
漢王朱高煦は、母が永楽帝皇后徐氏、つまり洪熙帝の同母弟である。靖難の変の際には、永楽帝と共に従軍し





り洪熙帝崩御当時、 南京にいる皇太子よりも北京に近い位置 あり、し も山東は皇太子が北京に帰還る際の通過地点にも当たっており 漢王にとって好条件がそろいすぎてい 。廷臣たちも心配していた通り
27、















































鎖などの措置を取ることができた点から、皇后・ が一定 権力を持っていたことは間違いないが、それでも洪熙帝の遺詔には、后妃の権力を認め 言葉は一切登場しなかった。むしろ 張氏自身が洪熙帝 遺詔に関与していた点から考え に 記載させなかった文 と言えよう。 かし宣徳帝の遺詔では国家の重大事について、幼い皇帝に代わって皇太后・皇后の決定を仰ぐことを明文化している。宣徳帝の遺詔にある皇太后 張氏を、皇后は宣徳帝皇后で皇太子生母の孫氏をそれぞれ指しているが、皇太后が序列では上位 占める以上、この遺詔の文言は張氏にあてられたも と解釈してよかろう。つまり、皇太 の政治的影響力が公的に認 られ と言えるのである。
 
こうしたなか正統帝の即位までの経過を見ると、やはり幼 皇太子ではなく別の人間を即位させようとする動
きが廷臣たちのなかにあったようである。それだけ幼帝即位は廷臣 ちに不安と抵抗 あったためであろうが、これに対し張氏は自ら皇太子を推す立場を表明して混乱 静め、正統帝を即位させている
37。皇太后の決定が、
廷臣たち 多大な影響を与えている様子が窺えるが、興味深いことに張氏は正統帝 即位すると、その後は垂簾聴政を廷臣たちに求められても拒絶 、あくまで廷臣たち 政治 委ねている
38。これは張氏が政治に直接関与
しないことを明らか し と同時に、皇后・皇太后が発揮す 権力や直接的 影響力は 位継承問題 解決するまでの限定的なものと自ら示す行為でも と言えよう
 
ここで一つの疑問が生じる。廷臣たちは張氏に垂簾聴政を要請したが、これ 宣徳帝の遺詔に続いて、皇太后
















































示すと同時に、少なくとも皇太子以外 皇位継承候補者として嫡子 選ぼうする動きも見逃せない。 から宣徳帝へ嫡子相続されたこ で、 『 明祖訓』の理念がやっと定着してき ことの表れであろう。
 
しかし結果として襄王の即位は実現しなかった。国家 重要事を預かる皇太后の子であり、その推薦を受けて





























胡氏に辞位を表させた （帝令后上表辞位） 」 としている とから
54、 胡氏は廃后を強制された可能性が非常に高い。


























































は「爵禄を外戚に たよらせるのは、非法であ （爵禄私外家、非法） 」として親族へ官位の授与を断っている
69。















































『女訓』が『内訓』とともに公刊されることに合わせたものである。 は、 でに公刊されている『内訓』とともに出され、また後宮内での儀式や聴講においても、 『女訓』は『内訓』と 並べて読むこ なっていたのである。
 
このことから『内訓』は嘉靖年間には、すでに広く読まれていた書物であり、評価も高かったのではないだろ




















































































































































































































































































































































































而下理宮闈之政、所係甚重。妾久病、致宗廟之祀、聖母之養、皆皇上独任其労、中壷之事、又無所統。妾夙夜心不自安、自忖薄福 不可以忝斯位、惟大恩賜 間居、別選賢徳以位中宮、妾余生庶延永久。上驚愕曰、皇后何為出此言 人病有愈時、豈当妄思及 此其勿言。数日後復申前請、上慰諭再三曰、皇后安意養疾。近聞医者言、疾漸向安、勿妄思也。一日皇太后視后疾、后請辞位就間如請於上者。皇太后 媳婦何至出此言、慎勿妄思。他日又請於上及皇太后如前語、且曰皇上春秋三十、未有子嗣、是妾所累也。今既有疾、不忖分引退、宗廟神霊豈祐之。遂上表請。不聴。自是屡請、会貴妃生子、后喜請於上立為皇太子 文武群臣亦三上表請冊立后、力賛上早定国本。貴妃固辞曰 皇后病癒当有子。上以白皇太后 皇太后曰 其順輿情既立為皇太子、后遂請立貴妃為 外庭寖聞后遜位意 文武群臣亦上表請立貴妃為皇 、貴妃固辞、辞言、 后在敢干大分乎。群臣復上表請、上手詔答曰 夫婦人倫之本 恩義兼厚 方惻辞遜之誠 遽聞建立之請、豈朕心所安哉。不允。外廷皆聞貴妃固辞 公侯文武群臣命婦合詞啓貴妃謂、聖子之生 是天命有在 天命不可違、
81 
 

















































































































































































































英宗が土木 変によってオイラトの捕虜となり 英宗の異母弟である景泰帝が即位している。彼 孫氏を皇太后として尊重する一方で、自分の生母を皇太后 した。血縁的なつながりのない皇帝の下、 は皇太后としての権威を脅かされる形となった。しかし奪門の変で 英宗が復位すると彼女の権威も回復するといったように、中国史上でも類を見ない事態 直面するのである。
 
孫氏は前章で取り上げた張氏と同様に、 不慮の 帝不在と、 皇帝交 劇を目の当たりにしてきた人物と言える。
このように皇太后が新皇帝の即位について影響力を持つのは、次期皇帝の母であること 加え、多くの場合崩御した皇帝の遺詔、つまり皇帝権力による権威付けがなされ いる めである。しかし孫氏 場合、土木 変の際には英宗が全権をもった ま捕虜とな いう イレギュラーな状況にあった。こうした かで 孫氏の言動が当時の政局にどのように影響したのか。
 
孫氏については、荷見守義氏が土木の変直後の彼女を取り巻く皇族・外戚・宦官・廷臣について検討されてい

























































































































たはずである。たしかに宣徳帝 廷臣たちとの話し合いは持た ている 、結局皇帝の意思を覆すまでには至らず、また廃后に伴って大きな混乱が生じた様 もな 。また当時宣徳帝の「嫡聖母」張氏が明代初 皇太后として、後宮内の最上位を占めてい 廃后 ついて「廷臣たちと議論せよ」と旨 出している。こ により、その日の議では決着を見なか たが
14、これは皇帝と廷臣が皇太后の言葉を無視できなかったことを窺わせる。ま












これは皇后はそれ単体で権力を持つものではなく、むしろ 帝の意思によって簡単に替えられてしまうような脆弱なものであることを示している。また の地位は皇太子の母であること、つまり次代の皇帝との血縁的なつながりが根拠 り、それ みがその地位 保証するものであったと言え 。
 
しかしこうした弱い立場の皇后は皇帝の死、そしてそれに伴う子 ある皇太子の即位によって、皇后から皇太










ない、中国史上でも稀有な時代である。しかしだからと言って、明代の ・皇太后がまったく何もしなかったわけでは もちろんない。そ 存在がクローズアップさ 、重要な役割を果たす 皇位継承時、特に新 帝即位に何らかの問題が生じた場合であり、明代でその初めての例となるのが、第二部第一章でも述べた洪熙帝崩御の時である。
 
洪熙帝は父である永楽帝 崩御にともない、永楽二十二年（一四二四）八月に即位した。しかしそのわずか十





























































とはまさしく留守居役であり あくまですべての権限は英宗 あ 。
 
皇帝の権力が強化された明代において、皇帝に代わる人物は存在しない。しかし土木の変では多くの廷臣が殺










「皇 勅」 「皇太后聖旨」 「皇太后詔」 、つまり皇太后孫氏の命令であり、郕王も廷臣たちもそれに従っている
 
これは皇帝不在のなか、皇太后がそれを代行できると、人々に認識されているようにも見える。実際に皇帝の

























が望むところであった。またこうした問題もさることながら、本来ならば皇太后が命令を下す際にあるはずの、皇帝権力による裏打ちがない状態で、こ 以上の命令 下しえなか たと考え 。
 
しかし当時は英宗が捕らわれ、政治的にも軍事的にも非常事態であっ 。そんな混乱状況のなかで、幼い 太
子を補佐する体制、つまり皇帝不在状態が長期間あってよいはずがなかった。土木 変後の非常事態のなか、新皇帝を即位させようとす 動きは、廷臣 ちから起き 。孫氏が皇太 補佐する体制を作ったその七日後、郕王即位の請願が孫氏に上奏されたのである
31。これに対し孫氏はすぐに郕王に即位を命じるのであるが、一方で




















即位 承認を得る形で行わ た である。
 
しかし皇太后の権威のみで皇帝交代が可能であれば、英宗が位を譲ると書く必要はない。これは、皇位継承に























景泰帝は立太子された英宗の長子を、引き続き皇太子と おり、孫氏が作った英宗帰還 仮にそれ ならず
とも英宗の子孫が即位することを前提とする体制は、継続される形と ってい 孫氏が子 英宗、及び孫 皇
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いる。そして周氏を貴妃に格上げするこ は、彼女を皇太子の母として尊重するものであり、孫氏が作った英宗及びその子孫による皇位継承を前提と 体制 維持する姿勢を示したものと言える。しかし同時に、景泰帝は自分の生母を皇太后とし、皇太后が二人同時に存在す 状態を作っている点にも注意せねばならない。すで孫氏を上聖皇太后と いる もかかわらず、生母を皇太后にした理由はもはや明らかであろう
 
景泰帝の生母呉氏とは、宣徳帝賢妃である。英宗は孫氏が皇后になったこ で嫡子 なっているため、異母弟
の景泰帝は宣徳帝 庶子であり、やはりこの出自が問題 ると考えられ 。
 
先述のように明代は英宗まで、まがりなりにも嫡子による皇位継承が続いていた。その状況で皇太后とは、先









とは、つまるところ帝位を守る行為であり、また自分の子孫にそれを伝え ためのものである。つまり、景泰帝が英宗帰還を前提に一時的に帝位につくというのであれば、正当化はまったくも てする必要がないものであった。だが、彼があえてそれを行ったの はもちろん理由がある。
 
たしかに即位当時、景泰帝は英宗の庶長子を引き続き皇太子とし、孫氏が作った英宗帰還、もしく 英宗の子





























































































存しているという稀有な状況が生じ 。孫氏は皇位継承の危機にあって、本来 らば受けられるはずの皇帝権力による権威の裏打ちないま 、臨時の体制を作り上げた。そ 後まもなく、廷臣から監国として国政をみる立場にあった郕王の即位が孫氏に上奏され、景泰帝が即位する。
 
新皇帝即位を廷臣たちが皇太后に要請している は、皇位継承に皇太后の命令が不可欠 あるという認識 立
っているものである。しかし、それは皇太后の命令一つで行えるも では本来ない。後に景泰帝即位につい 英宗が追認していることからも、皇位継承 帝の命令
(遺詔
)とその代行者である皇太后の命令がセットで必要で
あり、皇太后の命令単体で行えるものではな 。特殊な状況下で本来の手順が踏めなかったことも り、まず太后の命令ありきという状況が生まれた ある。これは 後に奪門の変においても利用さ る手法となった
 
 
皇帝の尊属であるということで、皇帝よりも上位に立ちうる皇太后 命令 、時に皇帝の命令より 先行する





































































































































































































































































































































































































































































































































































例は非常に少なく、長子相続が多かったが、この規定があるからといって皇位継承問題が生じなかったわけではない。なかでも嘉靖帝の即位は、前段階として先代 正徳帝に嫡子どころか子がい かったため、傍流から迎えられての即位であった。そ ため、嘉靖帝には皇位継承の 当性 ついて問題があったことに加え、即位直後から廷臣たちとの対立が政治問題化した大礼の議も起こるという大事態に発展したので る。
 
これらの問題に深く関わってくるの 、正徳帝生母の張氏である。そもそも皇位継承問題が生じた時、その対
処に皇太后や皇后が当たることは、 れまでの中国王朝でも珍しくない。また明代でも初の幼帝である正統帝即位の際、正統帝が当時皇太子 にもかかわらず、その幼さゆえに別の人間を立てようとする動きが見られたものを、太皇 それを収拾した例 その典型 あろう
２
。このように明代でも皇位継承問題の最終決定は
皇太后及び太皇 后の命令、つまり懿旨 よってなされ 。皇帝や皇位継承者が不在もしくは不明の場合、皇太后は 帝に代わる者として、その命令である懿旨が権威をもって扱われたことは、皇太后 下した指示に対し廷臣たちもそれを尊重する姿勢を取っている点からも窺えよう。
 
では皇帝権力が極端に強まった明代において、 皇帝権力は皇太后という存在にどのように作用したのだろうか。














































































































































って文華殿に至り、翌日臣下から三回の勧進を受けるというものであっ 。 『明史紀事本末』からは、そこに 楊廷和の意見が多分に反映されていること 窺い知れ
16。こうした即位の手順は、京師に向かっている道中の興











えると、この仲裁も要請 あっ のだろう。しかし内容は興王の意見を尊重するものとなっており、正徳帝崩御直後は楊廷和の意見を追認する形式 取っていたことを考えると 様相が異な てきてい よう 見える。こした変化、つまり彼女の意図は何だろうか
 
先述したように、慈寿皇太后には積極的に政治に介入しようとした形跡は見当たらない。これは第二部第一章












































仲裁を頼んだ形であるが 逆 考えれば慈寿皇太后の懿旨として出てきた提案に嘉靖帝が妥協したとも言える。嘉靖帝といえども慈寿皇太 の命令 尊重せざるを得ず また廷臣たちもそれをわかった上で事の解決を図っているという構図 見て取れるのであ 。
 
嘉靖帝は即位直後の時点では、自らの主張を明確に表しつつ、廷臣たちの意見とある一定の妥協を図っていた

































































太后とし、大礼の議は一応の決着を見 。実の両親を皇帝 親として扱うことを一貫 要求していた嘉靖帝するならば、これは妥協した形であった。
 
妥協しなければならなかった要因の一つとして、嘉靖帝の皇位継承への根拠の薄さがある。しかしすでに皇帝


















































拠になるほどの権威 持つ存在 臣下が務めることは不可能であった 皇帝と同等 存在などありえない。しかし見方を変えて、血縁的なつながりから言えば、皇太后 皇帝の尊属、つまり皇帝の上位に立つ唯一の人物なである。君臣関係しか存在し い朝廷に皇太后が影響すると う構図は、君臣 秩序の上に家族のそ が優先される形と言える。異常事態であるが、 れは新皇帝即位までの短期間とわか て る こそ、行い得るものであったと思われる。
 
正徳帝の崩御後、遺詔によって慈寿皇太后は権威付けされた。これは君臣関係で成り立っている朝廷 皇太后






















慈寿皇太后は自ら朝廷の場に立つようなこと なかったが、嘉靖 廷臣たち 調停役になる等、明代の先達の皇太后たちと同様 統と朝廷の安定を保つという働き つと ている。
 
こうして迎えられた嘉靖帝は即位後まもなく、生父母の扱いをめぐって大礼の議を起こした。嘉靖帝の意向は



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の頂点にいた人物であり、二回の皇帝の崩御とそれにともなう皇帝不在期間と皇位継承に対処した。いずれの皇位継承時も、皇太子 不在であったり幼かったり 問題が生じたが、彼女は先代皇帝 代行者として皇統の安定した継承のために尽力し、また廷臣たちも皇太后の意見を尊重した。そして新皇帝即位後は、積極的 政治介入をすることもなく、逆に外戚・宦官を厳しく牽制している。彼女の行動は終始一貫、明の内廷・外廷の安定のためにあった。
 
このように、皇太后が皇位継承時に権威をもって行動する一方で、皇后は宣徳帝の皇后であった胡氏の例のよ







的な側面から見ると尊属であり、皇帝の上に立つ存在といえる。皇太后はこれによって 宙 浮い 皇帝位やその権力を、一時的に預かる者と え の ある。
 
ただ注意すべきは、皇太后の権威は基本的には皇帝の遺詔を受けることで発生する点である。皇太后の権威は









まず皇太后である孫氏の命令ありきという状況が生まれた。しかし皇太后の命令が、皇帝の命令よりも先行することがあるとはいっても 本来は皇帝権力の裏打ちなしに機能するものではない。後付けであっても皇帝の承認を必要 したこ 、決し 皇帝の権威を超えるものではなかったことを示しており、そこに明代的な特徴を認めることができよう。
 
皇太后は皇帝の母、それも血縁的つながりでもって権威をもった。しかし、皇帝と皇太后に血縁的なつながり
がなかった場合も当然存在する。明代でそ 初めての例 なったの 、英宗の母である 孫氏と、英宗が土木の変で捕虜となったことで緊急避難的に即位した景泰 あ 。景泰年間は短期で終わり、また英宗も再び即位を果たしているが、傍系から迎えられて即位した嘉靖帝と、嘉靖帝の先代である正徳帝の母である慈寿皇太后との関係はやはり複雑なものとなっ 。
 
慈寿皇太后は正徳帝崩御の際、内閣とともに天下の重大事 任された存在であった。彼女は遺詔の代行者とし
て、皇帝も皇位継承者も不在の間、内閣の後ろ盾として大きな影響力を持った。慈寿皇太后 権威の源泉は 子である正徳 遺詔である。これは皇帝を頂点とする君臣関係にある朝廷に 遺詔 代行者や皇帝代理は存在し得ないため、皇帝 家族関係で尊属の皇太后 皇帝も廷臣たちも、緊急事態を乗り切るために持ち出し 形 ある。
 
しかし迎えられた嘉靖帝は即位後まもなく、生父母の扱いをめぐって大礼 議 起こし 。当初、嘉靖帝は慈
寿皇太后の懿旨によって問題の解決を図っ は 彼女 命令が即位の根拠になるなど 傍系から 即位に
134 
 
起因するものである。嘉靖帝は慈寿皇太后の権威に頼るところが多大にあり、本来であれば嘉靖帝が即位してなくなるはずの慈寿皇太后の権威は、保持され続けることになった。しかし時の経過とともに、権威を強めた嘉靖帝が慈寿皇太后 権威、つまり家族関係の秩序の掣肘から脱却し、大礼の議に決着をつけてゆく。大礼の議は嘉靖帝の生父母の扱い、家族をめぐる紛議であったが、その終わりは慈寿皇太后の権威からの脱却という側面を持っていた であ 。
 
明代は皇帝権力が非常に強化された時代であり、皇帝は他に並ぶことなき存在となった。そのなかで、皇太后








た。明代でもその流 を受けて、皇后の地位は皇帝の命令で廃されるほどの脆弱さであるにも かわらず、皇太后は新皇帝の母として、先帝の崩御から新皇帝の即位までの皇帝不在期間を預か 存在となった。
 
しかしこれは、本来であれば君臣関係しか存在しえない朝廷に、皇帝との血縁的つながりという別の論理で皇
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